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３．事業の整備効果等 

＜事業費等の変化＞ 

  ●事 業 費 着手前１８.２億円  → 完成時１２.９億円 

         管路延長    （着手前）１４．７km →（完成時）１６．３km 

         中継ポンプ場（着手前）     ６箇所  →（完成時）  １１箇所 

     

 

 

 

 ＜農業用水域の水質保全＞ 

 農業集落排水施設が整備されたことにより、集落排水路への生活雑排水の流入が減少し、農

業用水等の水質改善が図られました。 

 

処理施設への流入水質     目標水質       放流水質 

BOD    ９６mg/l         ２０mg/l    →  １．３mg/l  

SS      ９４mg/l         ５０mg/l    →  ２．８mg/l  
＊BOD：生物化学的酸素要求量  SS：懸濁物質 

 

【集 落 内 の 水 路 状 況】 

（ 整 備 前 ）                （ 整 備 後 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜農村生活環境の改善＞ 

 事業の実施により、トイレの水洗化や、風呂・台所等の水回りが整備され、生活の快適性及

び利便性が向上しました。 

 

（実施前） （実施後） 

水洗化率・・・・ ８７％ ⇒ ９９％ 

 

地区アンケート結果 

「トイレが水洗化になり日常生活が快適になったと感じる］・・・８３．７％ 
 

   

＜農業用水利施設の機能維持＞ 

 農業用水路への雑排水流入が減少したことにより、水路や堰など農業用水利施設の維持管理

作業が軽減し、施設の機能維持に寄与しています。 

 

地区アンケート結果 

「水質改善により水路や堰、側溝などの管理が楽になったと感じる］・・・６４．３％ 

 
 
 

事業費変更の理由 

詳細設計の結果、路線や中継ポンプ位置を適切に設置したことにより、管路の埋設

深を浅くすることが出来たこと、また、工事請負差金等により工事費が減額となった。
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＜循環型社会の形成＞ 

処理施設から排出される処理水は農業用水路に放流し、農業用水として有効的に再利用され

ています。 

[処理水の利用]       ３２６㎥/日 

 

処理施設から発生する汚泥は「小山広域クリーンセンター」へ搬出し、良質な堆肥としてリ

サイクルされています。 

 

［汚泥肥料の利用］      ４７９㎥/年 

 

４．事業により整備された施設の管理状況 

農業集落排水施設の技術的な管理は、事業主体の上三川町が委託する専門の維持管理業者に

よって適切な管理・保守点検が行われており、良好な放流水質が確保されています。 

また、処理施設周辺の草刈り・樹木剪定等の維持管理については、施設利用者（自治会住民）

で構成される地元管理組合が作業を行っています。 

 

５．事業実施による環境の変化 

集排処理施設への接続を契機に、宅内の水回り（トイレ、台所、風呂）が整備されたことに

より、地区内水路の水質が浄化され、悪臭やハエ・蚊の発生が減少しました。 

また、昔みられた生き物が戻ってきたとの声も聞かれることから、農村集落における水環境

が着実に回復しました。 

 

    地区アンケート結果 

      「悪臭やハエや蚊の発生が減少したと感じる］・・・・・・８１．７％ 

「以前より親しみのある水辺空間になったと感じる」・・・６４．６％ 

「昔みられた生き物が戻ってきたと感じる」    ・・・１１．８％ 

 

 

６．今後の課題等 

 事業区域内に一部水洗化されていない世帯があることから、地元維持管理組合と協力し未加

入世帯への戸別訪問や加入を促す回覧及び自治会毎に加入促進の会議をするなどにより、引き

続き農業集落排水施設への接続を推進する必要があります。 
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